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みのるポット

成苗田植機について

はじめに

田植機を使用した移植栽培が実用化されて

から10数年，現在で・は手植を行っている農家

はほとんど見られなくなった。この間昭和50

年までは天候にも恵まれて，稚苗移植栽培で A '噌捌蛾離脱悶

勺精機諮問忍穐叡癒率、む'~:"c
もほとんど問題はなく，密植栽培の効果で増 ¥ご礎数雲蓉怒慾怒誌鑓感議選三省
収tこさえなったが，昭和51年以降は移植時の ¥ぎ穏縫濁総議漁料
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穂の遅れで豊熟不良等よびかさなる冷害で ¥ I I I 叩¥ざ司掛さ
移植時の首質が見直されてきた。マット苗で ¥ i I 25，0， ""ごさFW
はウス播きによる中苗，成苗移植の方向に進 グ:

んでいるが，中苗あるいは成首といわれるものが，はた

して名称にふさわしい内容を有するものかどうか，疑問

のあるものも数多く見られる。

当社では田植機の開発当初から， rもっと大きい苗を

植えられないか」という 農家の芦にこたえるため，昭和

43年格子状苗箱による「中苗田植機」を開発し，更に大

きな苗を移植するために，昭和47年には型枠首箱による

「土付成苗田植機」を開発し，寒冷地はもちろん西南暖

みのる産業株式会社
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小城貞夫

〈写真 1) 

地においても，好評を得ている。

しかし，それとても，手植していた当時の苗に比べる

と，草丈や葉数はほぼ同程度になるが，苗質〈乾物重〉

は決して満足するものではなかった。

当社では昭和53年にポット苗箱で育苗した苗を，田植

機で移植する「ポット成苗田植機」を開発して以来，各

地の農業試験場の御指導下に育苗方法の確立を企図し，

〈写真 2)

シャッター調節ネ日

昭和56年からは北海道で，昭和57年からは東北地方で，

本格的に販売を開始している。

ポット成苗田植機のシステムについて

1. ポット苗箱

底部にY字型の切れ目を有するポットを連設し，適度

な柔軟性を有する樹脂材料で成型された苗箱なので，長

年にわたり繰返して使用が可能である。(写真 1)

2. 播種機

ポット苗箱に 1穴当たり 3'"""'4粒ムラなく播種するた

め，大径の播種ロールや回転ブラシ，籾落しパネを装備

しており能率的な高精度の播種ができる〈乾籾で約 50g/

箱)0 (写真 2)

3. ポット成苗田植機

首を苗箱に入れたまま田植機の苗載台に供給する と，

苗箱は柔軟性があるのでガイドに沿ってU字型に送られ

て行く。苗箱が押出し位置までくると苗箱の裏から押出

し棒が出て苗を押出し，次にコンベヤベルトの上まで運

び，さらに植付け爪で根鉢を崩さずに植付けて行く。植

付けのときは茎や葉は全 く痛めなし、。(写真 3)

4. 育苗方法

ポットの中へ湿 りを与えた土を入れてマス切 りし播種

機で土を押えて1ポット 当たり 3'"""'4粒播種して覆土す

る。次に畑または折衷苗代に並べて， 30'"""'45日間育苗す

る。根の 1部がポットの底部のY字切目から苗代地へ伸

長して，肥料を吸収するから，生育停滞もなく順調に生

育する。
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〈写真 3)

現地実証試験結果〈抜粋〉

昭和53年から各地の農業試験場でテストされた苗質，

初期生育，収量等を御紹介する。

みのるポット苗と中苗マ y ト苗で育苗日数を同じにし

てテストした結果によると，葉数は北海道農業試験場で

ポ y ト苗が 4.6葉になっているのに対し，マット中苗は

3.1葉であるから， 1. 5葉も葉数が進んでいる。東北農業

試験場でもポット苗は5.3葉であるが，マット苗は4.2葉

であるから， 1.1葉進んでいる。また地上部の乾物重は

北海道農業試験場でポット苗が 100本当たり 4.94gに

対し，マヅト苗は 2.13gであるから， 2.3倍の重さにな

っている。

他の農業試験場でも東北農業試験場が 2倍，長野，福

岡県農業試験場でも 2.2倍の重さになっていることから

草丈には差がなくても，育苗中に生育停滞がなく，充実

した苗がで、きていることになる。

農業試験場の考察…ポヅト苗は，苗枠底部より根が置

2. 葉数の推移 f昭和54年・北海道上川農業試験場から)

品積イジカリ 4月16日指種
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床に貫通するので育苗管理が比較的容易

で，草丈は長く葉数および乾物重は重く，

分けつ数は慣行手植苗の成苗と同様に多

い。中苗マヅト苗の葉数の推移は図の通り

播種後26日目以降から生育停滞がみられた

が，ポヅト苗では慣行手植えの成苗と殆ん

ど同じで，播種後26日目以降でも順調な葉

数増加がみられた。このことから，ポット

苗は成苗的な素質を備えている。

ポット苗区は草丈，葉数，風乾重の増加

が早く，特に新根の発生は移植後7日目で

中苗が 3.2本であるのにポヅト苗は28.9本

となっており，活着が早いことを示してい

る。風乾重は移植後 7 日 ~21: 日目まで 2.4

倍になっていることから丈夫な茎であると

1.移植時の苗質
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Iku'iポ p ト )1 日 FI I 12.7cm 4.6 4.94 
~ti'年i丘 I:~ ，i ゅうなみ 5.26 35 

マ円 l、'1'苗 11.3 3.1 2.13 

ポ p 卜砧 18.2 5.3 4.97 
}k 北 I!~ ;式 トヨニシキ 5.24 36 

マソト，t，yo 14.0 4.2 2.47 

ポット t官 26.2 4.4 6.24 
l主型 1・ ~I~;:'~試 アキヒカリ 7， 1 31 

7''/トIj'u'i 27.4 4.0 2.86 
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(注)長野は風ijit重である

いえる。

草丈では大きな差はないが，茎数は移植後1カ月目で

ポット苗が294本に対して，散播苗は100本にしかなって

いなし、から，約 3倍の茎数が確保できたことになる。こ

のことは下位分けつが多く，早期に有効茎が確保できた

ことを示している。

東北地方の各農業試験場に調査をお願いした試験結果

によると，出穂はマヅト苗に比べて 3 日 ~7 日は早くな

っている。まずこ収量は青森県農業試験場で81kg，岩手県

農業試験場で、95kg，秋田，宮城両県農業試験場では60kg

成苗ポヴト苗の苗形質

区 日リ 1手丈 :来数 分けつ
乾物量

DWC47， 丈
(cm) (枚) (%) (100本)

p!i;i!'jポット苗 14.2 4.1 0.7 4.67 0.33 

i沼 111Wiマット首 11.1 3.0 。 1.80 0.16 

54 型枠首 13.7 3.5 。 2.82 0.21 

年 紙筒 t吉 12.1 3.6 。 3.38 

Iil; 首 11.7 3.9 0.8 3.65 0.31 
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3. 活着性.(青森県農業試験場〉

Jj'i r:l 育'[11)]法
移，j'OC(ll寺

7日目 14 日 I~I 21日目
(5/25 ) 

ポット 12.6clIl 15.0clIl 18.0clIl 26.7 CIIJ 
:草丈

マット中首 12.3 13.'7 14.0 18.8 

ポット 4.67枚 4.85f文 5.55牧 6.26枚
1定数

7 ・y ト中苗 3.40 3.46 4.19 4.90 

ポット 28.9本 39.8本
;$JW{数

マット中首 3.2 35.2 

ポット 41旧日 6311lg 84 mg 128 mg 
j孔乾重

マット rl'苗 22 26 34 55 

4月26日擦種 品種ムツヒカリ

4. 本田初期生育(宮城県農業試験センター〉

が必要だが，昔から「苗半作」といわれている通り，い

かにして「健苗を作るか」につき先輩たちは長年苦労を

重ねて来た。当社のシステムで、は本稿で、御紹介したよう

に健苗の育成が容易で，初期生育が旺盛で施肥期に有効

茎が確保できる。また，出穂が早まり，穂揃いがよい等，

増収要素をもったシステムであると確信している。

北海道では，中苗移植では栽培が難しいといわれてい

る良質米品種の「キタヒカリ」がポット成苗移植で栽培

が可能になったことから，現在，約1万haの水田にポ y

ト成苗田植えが行われるようになり，今年も増加すると

予想されている。

また東北地方の岩手，秋田県でも，山間

高冷地やヤマセ地帯の安定稲作と良質米品

種の導入等にご利用を願っている。その他

の地方でも昭和58年までにテストを行って

きたが，西南暖地においても山間高冷地は

もちろん，裏作あと等の安全稲作としても

期待されているので，昭和59年から販売す

ることになっている。

なお，播種時にポットの底にチッソ旭肥

料株式会社開発の硝酸系のコーティング肥料ロングを入

れて育苗すると，育苗時の肥料や追肥が不要となり，寒

冷地本田での初期生育が一層高まると予想され，研究を

進めているので，この組合せにより，水稲根が直接ロン

グを巻込んで本田に入り，健苗を確保すると同時に「直

下施肥」による側条施肥の代行が期待され，ポット成苗

の特長は更に高まろう。

4月iO日播種 [5月15日移植株数18.51m2 

品種主ササニシキ施肥法元肥6 追肥4

余り増収になっている。

おわ1りに

みのるポヅト成首田植機のシステムの概要と各地の農

業試験場に試験をお願いした成績の 1部をご紹介した。

4年続きの冷害に見舞われたため，改めて稲作を見直す

時期が来ているのではないかと思う。

稲作の安定は健首移植と土づくり，適切な肥培管理等

5. 収量調査 (10 a:あたり〉

ι広止Vj lリr 育IiY'Jj法 IHI N( J品(OT(月日 移MH日 出秘 JUI f'le 長 総数 結玄米tf(

ポット
).j ，1 )j IJ 

8.14 66.9cl1I '434/m' 521kg 
背森山u長試 むつひかり 4.20 5.25 

マット 8.17 70.1 406 440 

ポット 4.10 8. 6 81.6 364 572 

岩手県民試 マット ハツニシキ 4.14 5.21 8.11 80.8 347 477 

十本7キポット 4.10 8. 9 78.6 339 502 

ポット 8.10 86.5 430.5 621 
秋fIl県)~tJ九 トヨニシキ 4.20 5.19 

マット 8.14 85.5 387.9 558 

ポット 8.17 87.8 507 550 
宮城県民試 ササニシキ 4.10 5.15 

マット 8.23 91.7 444 486 

3月号は休刊編集上の都合により， 59年 3月号は休

刊とし， 59年 2月1日付を以て， 59年 2/3月合併とし

て発行致します。 59年度は 3月号としての発行はあり

ませんので，ご諒承下さし、。


